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こんにちは 松坂みち子 です

公
園
な
ど
で
の
お
花
見
に
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
を
持
っ
て
行
っ
て
み
ん
な
で
歌
う

と
き
、
周
り
に
は
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
も

あ
り
、
少
々
気
を
遣
い
ま
す
。

先
日
あ
る
場
所
で
弾
き
始
め
る
と
、

隣
の
グ
ル
ー
プ
で
は
リ
ズ
ム
を
と
っ
た

り
手
拍
子
し
て
い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。

ま
た
、
準
備
を
し
て
い
た
人
か
ら
「
あ

と
で
高
齢
者
の
方
々
と
来
る
の
で
一
緒

に
歌
わ
せ
て
ほ
し
い
」
と
要
請
も
あ
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
片
づ
け
て
い
た
ら
、

別
の
グ
ル
ー
プ
の
方
か
ら

「
も
っ
と
や
っ
て
欲
し
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
た
よ
、
と
の

話
も
あ
り
ま
し
た
。
喜
ん
で

も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
、

う
れ
し
い
限
り
で
す
。

そ
う
い
え
ば
以
前
、
隣
の

グ
ル
ー
プ
か
ら
「
誕
生
日
の

人
が
い
る
か
ら
弾
い
て
ほ
し

い
」
と
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ィ

を
リ
ク
エ
ス
ト
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
う
お
手
伝

い
が
で
き
る
こ
と
が
何
よ
り
で
す
。

た
だ
今
回
、
直
接
話

は
で
き
な
く
て
、
「
私

今
度
、
県
政
に
挑
戦
し

ま
す
」
と
言
え
て
い
な

い
の
が
、
残
念
で
は
あ

り
ま
す
が
…
。

みち子のひとりごと

お花見

3月２６日（月）、市社保協事務
局と和歌山民商、新婦人和歌山市支

部が国保の要請署名を市長に提出し
ました。署名は保健医療部長が受け

取りました。私松坂も、同席しまし
た。

要請事項は、

１．保険料は引き下げること。
２．国の減免制度に加えて、市独自
の減免制度の確立と拡充を行なうこ

と。
３．滞納者がでないような保険料設
定ができるよう市が財政援助を行う

こと。
４. 国民健康保険への国庫負担の増

額を国に要請すること。
の4点です。

市は、「保険料はできるだけ抑制
したい」「市独自の対応は困難」
「国に機会あるごとに要請していく」

と回答しました。
懇談では、民商会長が「高すぎる

国保料。この署名は民商会員、市民

の悲鳴である」として真摯な対応を
求めたのに対し、保健医療部長は
「4月から財政運営が県に移行され

県から納付金額が示されるが、みな
さんへの負担（保険料引き上げ）は

極力避けたいと考えている」と答え
ました。今年度の国保料については
「6月の通知まで決まらない。ぎり

ぎりまで努力する」との回答でした。
今回の署名提出は時期的にも有意義
なものでした。（市社保協ニュース

より引用）

国保要請署名1240筆、尾花市長に提出
和歌山民商・市社会保障推進協議会
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地
味
な
映
画
は
全
国
ロ
ー
ド
シ
ョ

ウ
で
あ
っ
て
も
和
歌
山
に
は
す
こ
し

遅
れ
て
や
っ
て
き
ま
す
。

や
っ
て
く
る
の
は
ま
だ
ま
し
で
、

先
週
紹
介
し
た
「
否
定
と
肯
定
」
な

ど
は
、
和
歌
山
に
来
な
い
の
で
、
東

大
阪
市
ま
で
観
に
行
き
ま
し
た
。

こ
ん
ど
観
た
い
と
思
っ
て
い
る
の

は
「
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル

ヒ
ト
ラ
ー
か
ら
世
界
を
救
っ
た
男
」

で
す
。
こ
と
し
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で

主
演
男
優
賞
と
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
＆
ヘ

ア
ス
タ
イ
リ
ン
グ
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
３
月
３
０
日
公
開
で
す
が
、
和

歌
山
で
の
上
映
は
６
月
に
な
る
そ
う

で
す
。

６
月
ま
で
我
慢
で
き
る
か
な
あ
。

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
も
ら
っ
て
い
な
か
っ

た
ら
和
歌
山
に
来
な
か
っ
た
か
も
知

れ
な
い
の
で
、
ま
だ
い
い
ほ
う
な
の

で
す
け
ど
ね
。

こ
ん
に
ち
は井

本
ゆ
う
い
ち
で
す

議会も終わりに近づいた3月19日、議

会で人権に関する勉強会がありました。

講師は、「いじめ撲滅」「自殺反対」

を掲げて全国を回り、歌やお話、映像を

使って訴えている「登天ポール」さん。

彼は2006年、いじめを苦にした自殺

が相次いだ時に何かできないかと思い、

「いじめがなくなるかわからないけどせ

めてエールは送れる」と、エンターテイ

ンメントの衣装のままで渋谷へ飛び出し、

「いじめ撲滅」「自殺反対」そして、あ

きらめずに登っていこうという標語「い

つも心にマウンテン」の三つの言葉を書

いたのぼりを立てて、明るく歌い踊って

訴えたのだそうです。路上ライブを続け

るうちに、「いじめは渋谷だけではあり

ません…」というメールが入り、全国を

回ることを決意。2007年5月から12月

まで８カ月かけて全都道府県を回りまし

た。その後もずっと、先の三つの言葉を

掲げて、活動を続けておられます。

阪神淡路大震災を経験し、苦しい時こ

そ明るく笑って前へ、ということを知っ

たことや、全国各地での出来事など話し

て下さいました。その活動に頭が下がり

ます。彼の活動に励まされた人はたくさ

んいるでしょう。私も元気をいただきま

した。自分のできることで、役に立てれ

ばと思います。

憲法を考える夕べ

これからの日本
憲法と教育の危機

政治と行政の歪みを追及してきた

前川喜平と寺脇研が熱く語る！

講演① 前川喜平氏

講演② 寺脇 研氏

４月27日（金）
プラザホープ４階ホール
会場 午後５時３０分
開演 午後６時００分

主催：青年法律家協会和歌山支部

いつも心にマウンテン


